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（2015 年 3 月 31 日 英語コミュニケーション学科 退職）
実践女子短期大学（現大学短期大学部）設立 70 周年おめでとうございます。
在職 43 年の思い出として、学生との密な繋がりとなったサークル活動を主に書かせていただ
きます。
昭和 47（1972）年、実践女子短期大学に奉職し、埼玉県松伏町の田んぼの中にポッンと開設
された埼玉校の担当となった。5 分程度の荒川の対岸は、千葉県野田市で野田醤油（キッコーマ
ン）から、毎日 12 時ごろ室を開けるようで、いい匂いが届き空腹が益々空腹となったのを今も
思い出す。
私は法学部出身であり、前任校では法学も担当していたが、体育の教員資格があり、埼玉校で
体育実技の指導をしてもらえないかと頼まれ、体育研究室の所属となった。
体育実技と言っても施設は、床が武道場的板張りの平屋の卓球場とテニスコートが 2 面で、グ
ランドは反面が草だらけ、反面は石ころだらけであり、時間のある時学生達はあたり前のように
石拾いを手伝ってくれソフトボールができるようになった。
私は運動部の設立を担当し、卓球部・基礎スキー部・ゴルフ部・剣道部を作り私も剣道を始め
たが、3 段のキャプテンとの練習試合ではまともに勝てたことがなく、ちょっとでも腕を動かす
と、“小手！”“面！”と打たれた痛さは今も懐かしいし、ゴルフも部員とともに広いグラウンド
でのショット練習と、埼玉校担当理事の友人のプロも指導に来たり合宿にも同伴され、学生の上
達は早かったが、私は今も超下手である。
授業は勿論、全てにおいて何もないキャンパスゆえ学生教職員共が、心の密な繋がりに充実感
を感じていた。今も当時の学生ら数人と連絡を取り合っている。
日野市に短大が移った時、米国のチヤリィーディングを日本に紹介した芸能界の振付師夫妻
に頼まれ日本連盟設立に係り、短大でクラブを作り TV にも出したりするうち、全日本では優
勝・準優勝校と常勝クラブとなった。又振付師が、アメリカに盆踊りを広めたいとのことから、
盆ダンス部（米国での呼び方）を設立し、踊りの所作は彼女やお弟子さんが指導してくれ、チア
リーディング部とともに、NHK の紅白に数度出演させてあげられたのも、授業を離れた学生と
の沢山の思い出での一つである。
講義等については、所属学科が組織編成等で生活文化学科・生活福祉学科等となり、定年前 3
年は、英語コミュニケーション学科の先生方が仲間として迎えてくださり、ゼミでは研究の一つ
である、パフオーマンス学を主に、「自己表現と人とのかかわり等」の講義をし、就職にも直接
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役立つ事ができたのも嬉しい思い出である。
又、オープンキャンパス時、何度かネイティブのアナマリア先生と組んだ時、二人は見学の生
徒が途切れると、日本語で談笑しているが、副手さんが、誰が見ても英語でしゃべっているよう
に見えると笑っていたことや、いくつかの言葉を英語で覚え、見学の生徒にいかにも英会話がで
きるような雰囲気で対応し、ボロが出ないうちにアナマリア先生に後を頼んだ事などは、ちょっ
と恥ずかしくもありホッコリもする思い出ででもあり、私の実践女子短期大学（部）生活では、
埼玉校でのスタート時と最後の英語コミュニケーション学科の 3 年間が最高の時代であった。
